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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣  カラス類・ムクドリ・ヒヨドリ、イノシシ 
 ツキノワグマ、ニホンザル、ニホンジカ 

 計画期間   令和４年度～令和６年度 

 対象地域  新潟県南蒲原郡田上町 

 
２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 
（１）被害の現状（３年度） 

鳥獣の種類 
 

被害の現状 

品 目 被害金額 被害面積 

カラス類 
ムクドリ 
ヒヨドリ 

 
果樹 

 

 

346 千円 

 

62.0ａ

ニホンザル 
果樹 
野菜 

いも類 

109 千円 

22 千円 

24 千円 

13.0ａ

11.0ａ

1.0ａ

合計  501 千円 87.0ａ

※イノシシ、ツキノワグマ、ニホンジカについては特定できる被害が発生し

ていないため、記載はしない。 
 
（２）被害の傾向 

 本町は、新潟県のほぼ中央に位置し、町の北東には護摩堂山があり、ここ

を中心として町東部は森林地域であり町の総面積の約３分の１が森林となっ

ている。農作業事業者の高齢化や担い手不足、集落の過疎化による耕作放棄

地の拡大と、未整備森林の増加に伴い、有害鳥獣が出没し農作物への被害が

発生している。 
 これまで、鳥類による果樹への被害が中心であったが、これまで目撃のな

かったツキノワグマ、ニホンザルが平成２８年度から、さらにイノシシが令

和２年から出没するようになったため、被害が拡大しないよう適切な対応が

必要である。 
 
○カラス類・ムクドリ・ヒヨドリ（発生時期：６～８月） 
 果樹栽培地域を中心に桃への食害が発生している。 
○イノシシ（発生時期：１０～１２月） 
 令和２年度から、主に隣接市との境界付近に目撃されている。農作物や人

身被害は出ていないが、今後の動向に注視する必要がある。 
○ツキノワグマ（発生時期：５～７月） 
 令和２年度に、隣接市との境界付近で目撃された。農作物や人身被害は出

ていないが、今後の動向に注視する必要がある。 
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○ニホンザル（発生時期：６～１０月） 
 平成３０年度以降、鳥類による被害が発生している果樹栽培地域及び隣接

市との境界の山林及び農地で目撃された。特産のももの樹園地が林縁部に

あることから、ももへの食害が発生している。 
 出没地点は集落からも近く人身被害も懸念される。 
○ニホンジカ（１０～１２月） 
 令和３年度に隣接市との境界付近で目撃された。農作物や人身被害は出て

いないが、今後の動向に注視する必要がある。 

 
（３）被害の軽減目標 

指標 現状値（令和３年度） 目標値（令和６年度） 

カラス類 
ムクドリ 
ヒヨドリ 

346 千円、62.0ａ 328 千円、58.9ａ 

ニホンザル 155 千円、25.0ａ 147 千円、23.7ａ 

 
（４）従来講じてきた被害防止対策 

  従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に

関する取

組 
 
 

カラス類 
ムクドリ 
ヒヨドリ 

果樹組合の依頼により新潟県

猟友会加茂支部田上分会（以

下「猟友会」という。）が、

銃器による捕獲等を実施。 

・鳥獣被害防止対策

の担い手確保 
・耕作者の意識啓    

 発 

イノシシ ・猟友会による捕獲 ・鳥獣被害防止対策

の担い手確保 

ツキノワグ

マ 
・猟友会による捕獲 
・檻の導入、設置 

・鳥獣被害防止対策

の担い手確保 

ニホンザル ・猟友会による捕獲 
・檻の導入、設置 

・鳥獣被害防止対策

の担い手確保 
・耕作者の意識啓発 

防護柵の

設置等に

関する取

組 

カラス類 
ムクドリ 
ヒヨドリ 

耕作者が個々で威嚇音を発す

るなどで追い払い 
・鳥獣被害防止対策

の担い手確保 
・耕作者の意識啓    

 発 

ニホンザル 花火による追い払い ・耕作者の意識啓    

 発 

生息環境

管理その

他の取組 

ニホンザル 農作物残渣除去の呼びかけ ・緩衝帯の設置 
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（５）今後の取組方針 

・現在、猟友会が実施している有害鳥獣捕獲を継続し、今後の被害状況に

応じて捕獲期間の見直しや、担い手の確保等捕獲体制の強化を図る。担

い手の確保対策として、県の補助事業を活用し、町が資格取得への支援

を行う。また、現在の活動が継続できるよう猟友会員が登録更新を行う

際の補助を拡充する。 
・土地所有者へ下草刈りや枝打ちなどの耕作放棄地や未整備森林の適切な

管理のための啓発活動を行い、農作物等の被害防止拡大を図る。 
・被害発生地域の耕作者を中心に意識啓発と指導を行う。 
 
○カラス類・ムクドリ・ヒヨドリ 
 耕作者による追い払いを継続する。 
○イノシシ 
 隣接市と情報共有を行い、出没状況の把握に努める。 
○ツキノワグマ 
 人身被害の恐れがある場合には猟友会と協力し、巡回や捕獲を行う。捕

獲数は必要最小限とする。また、隣接市と情報共有を行う。 
○ニホンザル 
 耕作者、猟友会と協力し花火による追い払いや檻を設置するなど計画的

な捕獲を行う。 
○ニホンジカ 
 隣接市と情報共有を行い、出没状況の把握に努める。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 
（１）対象鳥獣の捕獲体制 

関係機関 役  割 

新潟県猟友会 
加茂支部田上分会 

町等の捕獲依頼に基づき、有害鳥獣の捕獲を行う。捕獲

実施時には、従事者の安全を十分に確認し、事故防止の

徹底を図る。 

田上町 
必要に応じて猟友会と連携し、関係機関との連絡調整を

行う。 

 
（２）その他捕獲に関する取組 

年 度 対象鳥獣 取組内容 

令和４年度 
～ 

令和６年度 

対象鳥獣

全て 

・補助事業等を活用し捕獲の担い手確保の支援を

行う。 
・出没、被害地域のパトロールを実施する。必要

に応じて捕獲を行う。 
・連絡協議会を開催し、関係機関との情報共有及

び巡回等を実施する。 
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（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

 これまでの捕獲実績と対象鳥獣の出没・目撃の時期、被害状況により計

画数を設定。 
○カラス類・ムクドリ・ヒヨドリ 
 追い払いを中心で実施するため、捕獲は必要に応じて行う。 
○イノシシ 
 今後の目撃情報を基に、食害・人身被害発生の恐れがある場合、必要に

応じて行う。 
○ツキノワグマ 
 これまでの目撃時期を踏まえ、人身被害発生の恐れがある場合、最小限

の範囲で行う。 
○ニホンザル 
 令和３年度の目撃頭数で最大２０～３０頭程度であり、群数は１群と思

われる。 
 群の分裂とならないよう注意しながら捕獲を行う。 
○ニホンジカ 
 今後の目撃情報を基に、食害・人身被害発生の恐れがある場合、必要に

応じて行う。 

 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

カラス類 
ムクドリ 
ヒヨドリ 

必要に応じて 必要に応じて 必要に応じて 

イノシシ 必要に応じて 必要に応じて 必要に応じて 

ツキノワグマ 必要最小限 必要最小限 必要最小限 

ニホンザル ５頭 ５頭 ５頭 

ニホンジカ 必要に応じて 必要に応じて 必要に応じて 

 

 捕獲等の取組内容 

目撃の多い地点・被害地域を中心に銃器及び檻を用いた捕

獲活動を基本とする。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

 将来的な被害発生に備えて、ライフル銃の取得に向けた取組を行

う。 
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（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

該当なし ― 

 
４．防護柵の設置等に関する事項 
（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

ニホンザル 

電気柵、ネット柵

等を必要に応じて

設置することを検

討 

電気柵、ネット柵

等を必要に応じて

設置することを検

討 

電気柵、ネット柵

等を必要に応じて

設置することを検

討 

 
（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 取組内容 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

ツキノワグマ 
ニホンザル 

農作物の残渣除去

の呼びかけ 
農作物の残渣除去

の呼びかけ 
農作物の残渣除去

の呼びかけ 

ニホンザル ・農地所有者及び

耕作者に協力し

てもらい、耕作

放棄地の解消に

努めるとともに

緩衝帯を整備す

る。 
・花火による追い

払い。 
・被害地域への意

識啓発 
・電気柵の導入に

ついての検討。 

・農地所有者及び

耕作者に協力し

てもらい、耕作

放棄地の解消に

努めるとともに

緩衝帯を整備す

る。 
・花火による追い

払い。 
・被害地域への意

識啓発 
・電気柵の導入に

ついての検討。 

・農地所有者及び

耕作者に協力し

てもらい、耕作

放棄地の解消に

努めるとともに

緩衝帯を整備す

る。 
・花火による追い

払い。 
・被害地域への意

識啓発 
・電気柵の導入に

ついての検討。 

 
５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和４年度 
～ 

令和６年度 
ニホンザル 

・農作物残渣除去の呼びかけ 
・緩衝帯整備の検討 
・被害防止対策研修会の実施 

 
 
 



 

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項

 
（１）関係機関等の役割

（２）緊急時の連絡体制

 

．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

関係機関等の名称

田上町産業振興課

田上町教育委員会

田上町各課

新潟県猟友会加茂支部

田上分会

加茂警察署

田上町区長会

三条地域振興局

健康福祉環境部

（２）緊急時の連絡体制

．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

関係機関等の名称

田上町産業振興課

田上町教育委員会

田上町各課 

新潟県猟友会加茂支部

田上分会 

加茂警察署 

田上町区長会 

三条地域振興局 
健康福祉環境部 

（２）緊急時の連絡体制

．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 

田上町産業振興課 
関係機関との連絡調整、現地確認、情報収集、

地域への注意喚起、地域への意識啓発

田上町教育委員会 
小・中学校、幼児園、幼稚園への情報提供及

び注意喚起

出没箇所、レベル等に応じた対応

新潟県猟友会加茂支部 
情報提供、パトロール、捕獲活動

情報収集及び提供、出没地域の

地域住民への注意喚起

 
 

野生鳥獣の生態についての情報提供、活動支

援 

（２）緊急時の連絡体制 
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．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

関係機関との連絡調整、現地確認、情報収集、

地域への注意喚起、地域への意識啓発

小・中学校、幼児園、幼稚園への情報提供及

び注意喚起 

出没箇所、レベル等に応じた対応

情報提供、パトロール、捕獲活動

情報収集及び提供、出没地域の

地域住民への注意喚起

野生鳥獣の生態についての情報提供、活動支

 

．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

役割

関係機関との連絡調整、現地確認、情報収集、

地域への注意喚起、地域への意識啓発

小・中学校、幼児園、幼稚園への情報提供及

出没箇所、レベル等に応じた対応

情報提供、パトロール、捕獲活動

情報収集及び提供、出没地域の

地域住民への注意喚起 

野生鳥獣の生態についての情報提供、活動支

．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

役割 

関係機関との連絡調整、現地確認、情報収集、

地域への注意喚起、地域への意識啓発

小・中学校、幼児園、幼稚園への情報提供及

出没箇所、レベル等に応じた対応

情報提供、パトロール、捕獲活動

情報収集及び提供、出没地域のパトロール

 

野生鳥獣の生態についての情報提供、活動支

．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

関係機関との連絡調整、現地確認、情報収集、

地域への注意喚起、地域への意識啓発 

小・中学校、幼児園、幼稚園への情報提供及

出没箇所、レベル等に応じた対応 

情報提供、パトロール、捕獲活動 

パトロール 

野生鳥獣の生態についての情報提供、活動支

．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

関係機関との連絡調整、現地確認、情報収集、

小・中学校、幼児園、幼稚園への情報提供及

 

野生鳥獣の生態についての情報提供、活動支
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７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 捕獲した有害鳥獣は、現場の捕獲責任者において殺処分後に土中埋設等す

るなど、適切に処理するものとする。 

 
８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 
（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 該当なし 

ペットフード 該当なし 

皮革 該当なし 

その他 
（油脂、骨製品、角 
製品、動物園等で 
のと体給餌、学術 
研究等） 

該当なし 

 

（２）処理加工施設の取組 

該当なし 
 

 
（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

該当なし 
 

 
９．被害防止施策の実施体制に関する事項 
（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 田上町鳥獣被害防止対策等連絡協議会 

構成機関の名称 役割 

田上町役場 
連絡協議会の事務局、連絡調整、対策の計画及

び活動の総括、情報収集、被害状況等の把握 

新潟県猟友会加茂支部 
田上分会 

出没・被害情報の提供、捕獲・追い払い等の対

策実施 

鳥獣保護管理員 出没・被害情報の提供 

田上町果樹組合 出没・被害情報の報告、意識啓発 

被害地域住民 同 上 

田上町農家組合長 
連絡協議会 

被害防止対策等の情報提供・助言・支援 

田上町区長会 同 上 
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（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

にいがた南蒲農業協同組合 
被害状況の把握、被害防止対策等の指導・

啓発、出没・被害情報等の提供 

新潟県農業共済組合中越支所 被害状況の把握、出没・被害状況の提供 

南蒲原森林組合 被害防止対策等の情報提供・助言・支援 

加茂警察署 同 上 

三条地域振興局健康福祉環境部 同 上 
 
（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

設置に向け、県内や近隣市町村の状況を調査するとともに、検討を行う。 
 
 

 
（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

特になし 
 
 

 
10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 田上町は関係機関等と連携し情報を共有するとともに、地域が一体とな

った有効な被害防止対策を推進する。 
 また、狩猟に関心のある人を掘り起こし、補助事業等を活用して有害鳥

獣捕獲の担い手の確保・育成等を図る。 
 

 
 


